
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

。
【請求項２】
　

。
【請求項３】
　

。
【請求項４】
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デジタル放送の番組をパーシャルＴＳ（ Transport Stream）として記録するとともに、
該番組に含まれているＣＭ（コマーシャル）情報を抽出して、該パーシャルＴＳとともに
記録する記録部と、前記記録部で記録されたＣＭ情報を読み、該ＣＭ情報に含まれるＣＭ
の代替ＣＭを、放送波の中から取得する代替ＣＭ取得部と、前記記録部で記録された番組
を再生しながらＣＭを監視し、該ＣＭを前記代替ＣＭ取得部で取得した代替ＣＭと差し替
えて再生する再生制御部と、を備え、前記記録部で記録された番組を再生するときには、
前記代替ＣＭ取得部で予め代替ＣＭを取得してから、前記再生制御部で番組を再生するよ
うにしたことを特徴とするデジタル放送の記録再生機器

請求項１に記載のデジタル放送の記録再生機器において、前記ＣＭ情報は、ＣＭの優先
度パラメータからなり、前記代替ＣＭは、前記優先度パラメータが一致する新しいＣＭで
あることを特徴とするデジタル放送の記録再生機器

請求項２に記載のデジタル放送の記録再生機器において、前記優先度パラメータは、企
業を特定する情報およびシリーズを特定する情報であることを特徴とするデジタル放送の
記録再生機器

請求項１に記載のデジタル放送の記録再生機器において、前記代替ＣＭ取得手段は、代



。
【請求項５】
　コンピュータ 、請求項１乃至 のいずれかに記載のデジタル放送の 再生

させるためのプログラム。
【請求項６】
　請求項 に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、デジタル放送の記録 、プログラム 記録媒体に関し、特に、デ
ジタル放送番組中のＣＭを差し替える技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＢＳデジタル放送や広帯域ＣＳ放送および地上波デジタル放送などのデジタル放送の普及
とともに、番組の録画を行なう録画機器もＤＶＤやＨＤＤなどを用いたデジタル化が進ん
でいる。
これらのデジタル録画機器は、複数のチャンネルが多重されて送られて来た放送波のＴＳ
の中から、録画対象となるチャンネルに関する情報のみを分離したパーシャルＴＳを構成
し、記録を行なう。
再生時には、記録されたパーシャルＴＳを読み出して、放送波と同様に受信機でデコード
を行いながら映像および音声を出力する。
【０００３】
特許文献１の「放送受信端末装置」では、視聴者の所有する放送受信端末装置に内蔵され
るストレージ装置の一部領域をサービス事業者ごとに専用の領域として視聴者が確保し、
この領域確保がなされるとサービス事業者へ通知する。
この通知されたサービス事業者は、戦略に基づいてＴＶコマーシャル（ＣＭ）データやコ
ンテンツデータを配信して該領域へ自由に格納する。
また、視聴者が放送されたＴＶ番組を録画しておき、録画再生（タイムシフト視聴）時に
、番組中に含まれていたＣＭを、サービス事業者専用の領域として確保された領域に記憶
されているＣＭまたはコンテンツと差し替えて視聴するようにした。
これにより、サービス事業者が視聴者に対して確実にサービスを提供するとともに、視聴
者も確実にサービスを受けられることを可能としている。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００２－２３２８１３号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
一般に、ＣＭ等は放送をリアルタイムで視聴されることを前提に作られており、同一のス
ポンサーでもその内容は新商品の発表や季節の変わり目およびその時期に行なわれている
イベント等によりたびたび更新されるものである。
しかし、一般の録画再生機器では希望の番組の他に、その番組の合間に挿入されたコマー
シャル（ＣＭ）やデータ放送などもそのまま記録され、そしてそのまま再生されている。
【０００６】
したがって、記録されたＣＭは、記録された時期に合わせた内容であるので、すぐに再生
して視聴される場合は問題ないが、ある程度の期間を経てから再生されると、ＣＭの情報
が古くなり放送側の意図した内容を伝えることができなくなってしまう。
【０００７】
また、記録された放送のうち、視聴者が意図的に記録したのは番組だけで、ＣＭはその番
組の合間にたまたま挿入されていただけである。
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替ＣＭを保持する情報提供手段からネットワークを通じて取得することを特徴とするデジ
タル放送の記録再生機器

を ４ 記録 機器の各
部として機能
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したがって、視聴者の立場からすると、ＣＭは、ある特定のＣＭを視聴したくて記録され
たものではなく、単なる新商品やイベント等の情報を得るための情報源であるから、情報
の古くなった過去のＣＭは視聴者からも必要とされていないと考えられる。
【０００８】
しかし、ＣＭを記録時または再生時に削除することも技術的には可能と考えられるが、そ
もそもＣＭはスポンサーが宣伝費用を支払って挿入されているものなので、簡単に削除さ
れてはスポンサーとしてのメリットが小さくなってしまう。
【０００９】
このような問題点に対して、上述した特許文献１の技術では、予め受信端末側に視聴者に
よってスポンサー毎に専用の蓄積領域を与え、その領域にスポンサーが意図した最新のＣ
Ｍデータを常に保存するようにしているため、双方にとって最新のＣＭを授受できるよう
になっている。
しかし、この方法では、視聴者が指定したスポンサー以外のＣＭに対しては最新の情報に
置き換わらない上に、スポンサーの方で自由にＣＭ等を配信するので、ＣＭデータのため
の占有領域も大きくなってしまう。
さらに、視聴者が指定したスポンサーが提供する番組を再生しない限り、蓄積しているＣ
Ｍが実際に視聴されない（差し替えるＣＭが再生されない可能性が高い）ため、余剰なデ
ータ蓄積が多くなってしまう。
【００１０】
　本発明は、上述した実情を考慮してなされたのであって、古くなったコンテンツ（ＣＭ
）等を含む記録してあったデジタル放送信号を視聴するときに、この時点で最も新しいコ
ンテンツにそれぞれ差し替えて出力するようにして、視聴者がより有益な情報を得ること
ができる 再生機 プログラム 記録媒体を提供することを目的
とする。
【００１１】
　さらに、本発明は、古くなったコンテンツに関連したコンテンツを選択して差し替える
ようにして、コンテンツ提供側の意図した情報に、より近い情報を視聴者に視聴させるこ
とができる 再生機 プログラム 記録媒体を提供することを目
的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上述の課題を解決するために、本発明を次のように構成する。
送信機器側では、放送しているそれぞれのコンテンツに有効期限を設けて送信する。受信
機器側では、記録したコンテンツに関しては、再生時にその有効期限に従い制御を行なう
。すなわち、受信機器側では、再生時にコンテンツの有効期限が切れていた場合には、そ
の時点での放送に含まれるコンテンツもしくは予め記録しておいた新しいコンテンツと差
し替えて出力する。
【００１３】
また、別の構成として、送信機器側では、放送しているコンテンツに優先度を決めるパラ
メータを設けて送信する。
受信機器側では、記録したコンテンツを再生するとき、より優先度の高いコンテンツをそ
の時点で放送されているコンテンツと差し替えて出力する。
または、予め記録しておいたコンテンツの中から検索し、該当するコンテンツが見つかっ
た場合は、優先度の高いコンテンツをその時点で放送されているコンテンツと差し替えて
出力する。
【００１４】
優先度を決めるパラメータとしては、例えば、企業ＩＤ、シリーズＩＤ、コンテンツ放送
日時およびバージョンナンバー等が挙げられる。
企業ＩＤは、古くなったコンテンツと同じ企業の新しいコンテンツを優先的に差し替える
ことによってスポンサーの優位性を保つために用いる。
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シリーズＩＤは、同じ企業でもいくつかのコンテンツを同時に放送している場合に、もと
のコンテンツと同じような商品を優先して差し替えるために用いる。また、コンテンツ放
送日時およびバージョンナンバーは、もともと記録されていたコンテンツが古くなったか
どうかの判別を行なうために用いる。
【００１５】
これらの情報は、送信側で各コンテンツに多重して送信したり、コンテンツには識別情報
だけを多重して、実際の情報はインターネットやケーブル網の双方向通信等の別の通信手
段を用いたりして取得することができるが、記録時にはまとめて記録しておき、番組再生
時の最初に読み出すことで実際にコンテンツが再生されるまでに時間的余裕ができるため
、差し替えるコンテンツを検索および取得することがたやすくなる。
また、日時情報や有効期限などは、固有の情報として外部から取得する方法の他に、記録
時の日時情報から受信側で任意に設定する方法も可能である。
【００１６】
さらに、最新のコンテンツを取得するには、次のようにする。
（１）受信機の未使用時を利用して放送中の番組を定期的にチェックし、予め記録メディ
アに最新コンテンツを記録しておく。
（２）コンテンツ専用チャンネルを送信側で用意して、受信側でコンテンツを差し替える
たびにそのコンテンツ専用チャンネルへ選局して、最新コンテンツを取得する。
【００１７】
さらに、番組再生時の初めに、その番組に含まれるコンテンツ情報を予め取得しておく。
これにより、実際に差し替える古いコンテンツの再生までに時間的余裕が生まれるので、
インターネット等の通信手段を用いたり、コンテンツ専用チャンネルを監視したりして必
要な最新コンテンツだけを効率的に取得することができる。
【００１８】
以上のような構成にしたことにより、古くなったコンテンツ等を含む記録してあったデジ
タル放送信号を視聴するときに、この時点で最も新しいコンテンツに差し替えて出力する
ようにしたので、記録してあったデジタル放送信号に含まれるすべてのコンテンツが公平
に更新され、視聴者はより有益な情報を得ることができる。
【００１９】
さらに、古くなったコンテンツに関連したコンテンツを選択して差し替えるようにしたの
で、コンテンツ提供者側の意図した情報に、より近い情報を視聴者に視聴させることがで
きる。
【００２０】
また、再生時に必要なコンテンツのみをその都度取得するようにしたので、差し替えに必
要なコンテンツを一時的に記憶しておく占有領域が少量ですむ。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、図を参照して本発明の好適な実施例の説明をする。
実施例では、コンテンツとして有効期限の効果が顕著なＣＭを例にして説明するが、特に
ＣＭに限定するものではない。
【００２２】
（第一の実施例）
（Ａ）受信機のブロック図
図１は、第一の実施例における受信機のブロック図であり、同図において、受信機は、放
送信号を復調して希望のＴＳ（Ｔｒａｎｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）を取り出す受信部１０
１と、受信部１０１より取り出したＴＳから希望の映像／音声データおよび各種情報を分
離、取得し、さらに有効期限などの付加情報の設定を行なう第１分離部１０２と、記録要
求があった場合に第１分離部１０２から必要な情報だけを取り出したパーシャルＴＳとし
て記録する記録部１０５と、再生要求があった場合に記録部１０５より読み出したパーシ
ャルＴＳから再度希望の映像／音声データおよび各種情報を分離、取得する第２分離部１
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０８と、第１分離部１０２および第２分離部１０８からの出力のどちらかを選択して出力
するセレクタ１０９と、セレクタ１０９より出力される映像／音声データを元の映像／音
声へデコードするデコーダ１０３と、デコードされた映像／音声を画面およびスピーカー
から出力する出力部１０４と、視聴者がリモコン等の操作で動作指示を行なう視聴者入力
部１０６と、視聴者入力部１０６からの指示をもとに各ブロックの動作制御を行なう制御
部１０７とからなる。
【００２３】
（Ｂ）送信機のブロック図
図２は、第一の実施例における送信機のブロック図であり、同図において、送信機は、各
ブロックの動作制御を行なう制御部２０１と、番組の映像／音声を含む番組データ２０２
と、ＣＭの映像／音声を含むＣＭデータ２０３と、番組データ２０２およびＣＭデータ２
０３より取り出したデータをエンコードして一つのチャンネルデータの作成を行なうエン
コーダ２０４と、一つ以上のチャンネルデータを多重化してＴＳとして編成する多重化部
２０５と、ＴＳを変調して放送信号として出力する送信部２０６とからなる。
【００２４】
ここで、エンコーダ２０４は、制御部２０１からの指示により、放送を行なう番組のデー
タを番組データ２０２から取得してエンコードするが、番組データ２０２にはＣＭの挿入
ポイントおよび挿入時間等の情報をあらかじめ記録しておき、エンコーダ２０４では、必
要に応じてＣＭデータ２０３からＣＭを随時取得して挿入する。また、ＣＭデータ２０３
には、各ＣＭの映像／音声の他に、各ＣＭの有効期限や企業ＩＤ等のＣＭに関する情報を
記録しておき、エンコーダ２０４で各ＣＭの映像／音声にそれぞれの情報およびＣＭであ
ることを判別するための情報を多重する。その際、各映像／音声データよりもそのデータ
に関する情報の方を先に送信できるように多重する。
さらに、各チャンネルのＣＭデータ２０３の情報を全て、ある特定チャンネルに集めて繰
り返し送信することにより、ＣＭ専用チャンネルを作成する。
このように集めたＣＭデータを繰り返し送信することにより、受信機側にて希望のＣＭデ
ータを取得しやすくなる。
また、ＣＭに関する情報を各ＣＭに多重して送信せずに、ＣＭ情報として識別情報だけを
多重して送信し、実際の情報は受信側でこの識別情報を用いてインターネットやケーブル
網の双方向通信等の別の通信手段を用いて取得するようにしてもよい。
【００２５】
（Ｃ）受信機における記録動作
図３は、図１の受信機における制御部１０７の放送記録時の制御動作を示すフローチャー
トである。
ユーザもしくは予約録画システムから放送記録開始の指示を受けることにより、放送記録
動作を開始する（ステップ３０１）。
【００２６】
記録中のチャンネルに含まれる情報を監視して、現在記録している映像／音声がＣＭであ
るかどうかを判断する（ステップ３０２）。ＣＭであった場合（ステップ３０２のＹＥＳ
）はステップ３０３へ進み、それ以外の場合はステップ３０４へ進む。
【００２７】
ＣＭを記録する際に、そのＣＭの有効期限を同時に記録する（ステップ３０３）。有効期
限は、放送に多重されて送られて来るものをそのまま使用するが、有効期限が放送に多重
されていない場合や多重された情報を取得する手段を持たない場合、受信側で有効期間を
予め設定しておき、記録時の日時情報から任意に設定することもできる（有効期限＝現在
日時＋有効期間）。
【００２８】
ユーザもしくはシステムから放送記録終了の指示を受け取ったかどうかを判断し（ステッ
プ３０４）、受け取った場合は、放送記録動作を終了する（ステップ３０５）。
一方、放送記録終了の指示を受け取ってない場合（ステップ３０４のＮＯ）、同じ処理を
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繰り返すためにステップ３０２へ進む。
【００２９】
（Ｄ）受信機における再生動作
図４は、図１の受信機における制御部１０７の記録番組再生時の制御動作を示すフローチ
ャートである。
ユーザもしくは予約再生システムから記録番組の再生開始の指示を受け、図１における記
録部１０５より読み出された記録番組のパーシャルＴＳを第２分離部１０８で処理するこ
とにより、再生動作を開始する（ステップ４０１）。
最新のＣＭを取得するために、図１における受信部１０１で放送波に含まれるＣＭチャン
ネルを受信し、そのＴＳを第１分離部１０２で処理する（ステップ４０２）。
【００３０】
再生中の記録番組がＣＭかどうかを判断し（ステップ４０３）、ＣＭである場合（ステッ
プ４０３のＹＥＳ）、そのＣＭを再生するかどうかを判別するためにステップ４０４へ進
む。
一方、ＣＭではない場合（ステップ４０３のＮＯ）、そのまま再生するためにステップ４
０６へ進む。
【００３１】
再生中のＣＭの有効期限情報をチェックし（ステップ４０４）、その有効期限が切れてい
る場合（ステップ４０４のＹＥＳ）、他のＣＭを出力しても良いと判断して、記録番組の
ＣＭを最新のＣＭと差し替えて出力するために、ステップ４０２で受信処理を行なったＣ
Ｍチャンネルの映像／音声を出力し、記録番組の出力を停止させて（ステップ４０５）、
ステップ４０７へ進む。
【００３２】
他方、有効期限内である場合（ステップ４０４のＮＯ）、他のＣＭを出力してはいけない
と判断して、記録番組をそのまま出力するために、ＣＭチャンネルの映像／音声の出力を
停止させ、記録番組の出力を行なう（ステップ４０６）。
ユーザもしくはシステムから再生終了の指示があったかどうかを判断し、指示があった場
合（ステップ４０７のＹＥＳ）、再生処理を終了する（ステップ４０８）。
一方、ユーザもしくはシステムから再生終了の指示がない場合（ステップ４０７のＮＯ）
、同じ処理を繰り返すためにステップ４０３へ進む。
【００３３】
以上のように本第一の実施例を構成することにより、記録する番組に含まれるＣＭに有効
期限を設け、再生時にその有効期限が切れていたときには、再生している時点で最新のＣ
Ｍと差し替えて出力するので、ＣＭから新たな情報を得るという視聴者の利益性を高める
ことができる。
【００３４】
（第二の実施例）
（Ａ）受信機のブロック図
図５は、第二の実施例における受信機のブロック図であり、同図において、上述した図１
の受信機と同一の機能を有する部分については同一の符号を付している。また、本第二の
実施例の送信機は、第一の実施例における送信機と同じである。
【００３５】
図５において、受信機は、放送信号を復調して希望のＴＳを取り出す受信部１０１と、受
信部１０１より取り出したＴＳから希望の映像／音声データ、および各種情報を分離、取
得し、さらに有効期限などの付加情報の設定を行なう第１分離部１０２と、記録要求があ
った場合に、第１分離部１０２から必要な情報だけを取り出したパーシャルＴＳとして記
録する記録部１０５と、記録された番組の再生時に、放送で使用されている最新のＣＭを
含むパーシャルＴＳを一時的に蓄積しておくＣＭ蓄積部５０１と、再生要求があった場合
に記録部１０５およびＣＭ蓄積部５０１より読み出したパーシャルＴＳのどちらかを選択
して出力するセレクタ５０２と、セレクタ５０２から出力されるパーシャルＴＳより、再
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度希望の映像／音声データ、および各種情報を分離、取得する第２分離部１０８と、第１
分離部１０２および第２分離部１０８からの出力のどちらかを選択して出力するセレクタ
１０９と、セレクタ１０９より出力される映像／音声データから元の映像／音声へデコー
ドするデコーダ１０３と、デコードされた映像／音声を画面およびスピーカーから出力す
る出力部１０４と、視聴者がリモコン等の操作で動作指示を行なう視聴者入力部１０６と
、視聴者入力部１０６からの指示をもとに各ブロックの動作制御を行なう制御部１０７と
からなる。
【００３６】
記録部１０５には、第１分離部１０２から必要な情報だけを取り出したパーシャルＴＳと
して記録する際に、取り出されたパーシャルＴＳ中にあるＣＭに関する情報を抜き出して
ＣＭデータベースとして構成し、パーシャルＴＳの先頭または最後尾に付加して記録する
。
例えば、図６において、取り出された放送内容に、番組部分（１，２，３）とＣＭ（１，
２，３）とが存在するときに、このＣＭ（１，２，３）に関する情報を集めてテーブル化
したＣＭデータベースを構成し、記録部１０５へはＣＭデータベースを取り出した放送内
容の先頭（または最後尾）へ付加して記録する。
【００３７】
（Ｂ）受信機における記録動作
図７は、図５の受信機における制御部１０７の放送記録時の制御動作を示すフローチャー
トである。
ユーザもしくは予約記録システムから放送記録開始の指示を受けることにより、放送記録
動作を開始する（ステップ６０１）。
【００３８】
記録中のチャンネルに含まれる情報を監視して、現在記録している映像／音声がＣＭであ
るかどうかを判断する（ステップ６０２）。ＣＭであった場合（ステップ６０２のＹＥＳ
）、ステップ６０３へ進み、それ以外の場合はステップ６０５へ進む。
【００３９】
記録中のＣＭの情報（例えば、優先度を決めるパラメータ）を取得し、現在記録している
番組に含まれるＣＭとして初めて取得したのか、全く同じパラメータを持つ同種のＣＭを
すでに取得しているのかを判断する（ステップ６０３）。
優先度を決めるパラメータとしては、例えば、企業ＩＤ、シリーズＩＤ、ＣＭ放送日時お
よびバージョンナンバー等が挙げられる。
企業ＩＤは、古くなったＣＭと同じ企業の新しいＣＭを優先的に差し替えることによって
スポンサーの優位性を保つために用いる。
シリーズＩＤは、同じ企業でもいくつかのＣＭを同時に放送している場合に、もとのＣＭ
と同じような商品を優先して差し替えるために用いる。
また、ＣＭ放送日時およびバージョンナンバーは、もともと記録されていたＣＭが古くな
ったかどうかの判別を行なうために用いる。
【００４０】
初めて取得したものである場合（ステップ６０３のＮＯ）、記録中の番組には初めて挿入
されたＣＭとして、ＣＭデータベースにそのＣＭ情報を追加して（ステップ６０４）、ス
テップ６０５へ進む。
【００４１】
一方、すでに取得したものである場合（ステップ６０３のＹＥＳ）、すでに同種のＣＭが
記録されていて、情報として重複して持つ必要はないのでＣＭデータベースには加えずス
テップ６０５へ進む。
【００４２】
ユーザもしくはシステムから放送記録終了の指示があったかどうかを判断し（ステップ６
０５）、指示があった場合（ステップ６０５のＹＥＳ）、ＣＭデータベースを番組と一緒
に保存し、再生時に取得できるようにするために、記録した番組と関連付けて記録し（ス
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テップ６０６）、記録処理を終了する（ステップ６０７）。
他方、ユーザもしくはシステムから放送記録終了の指示がない場合（ステップ６０５のＮ
Ｏ）、同じ処理を繰り返すためにステップ６０２へ進む。
【００４３】
（Ｃ）受信機における再生動作
図８は、図５の受信機における制御部１０７の記録番組再生時の制御動作を示すフローチ
ャートである。
ユーザもしくは予約再生システムから記録番組の再生開始の指示を受けて再生動作を開始
する（ステップ７０１）。
再生する番組に含まれるＣＭの情報をテーブル化したＣＭデータベースを記録部１０５か
ら読み出す（ステップ７０２）。
このように番組再生時の最初に読み出すことで、実際に差し替える古いＣＭの再生までに
時間的余裕が生まれるため、差し替えるＣＭを検索する場合や、インターネット等の通信
手段を用いたり、ＣＭチャンネルを監視したりして必要な最新ＣＭだけを取得する場合に
効率的に行なうことができる。
【００４４】
最新のＣＭを取得するために、図５における受信部１０１で放送波に含まれるＣＭチャン
ネルを受信し（例えば、図６のようにＣＭのみの放送）、そのＴＳを第１分離部１０２で
監視する（ステップ７０３）。
図５における記録部１０５より読み出された記録番組のパーシャルＴＳを第２分離部１０
８で処理し、所望の映像／音声を出力することにより、記録された番組の再生を開始する
（ステップ７０４）。
【００４５】
ステップ７０３で受信したＣＭチャンネルより現在受信中のＣＭに対して、そのＣＭの情
報とステップ７０２で取得したＣＭデータベース内の各ＣＭの情報を比較して、差し替え
可能かどうかを判断する（ステップ７０５）。例えば、企業ＩＤが同じ同一企業のＣＭの
うち、放送日時およびバージョンナンバーが新しいＣＭなら差し替え可能と判断する。
差し替え可能であった場合（ステップ７０５のＹＥＳ）、受信中のＣＭをあとで再生中の
番組に含まれるＣＭとの差し替えに使用するために、図５におけるＣＭ蓄積部５０１にそ
の映像／音声を一時的に蓄積（例えば、図６のＣＭ蓄積部内容参照）して（ステップ７０
６）、ステップ７０７へ進む。
一方、差し替え不可であった場合（ステップ７０５のＮＯ）、そのＣＭの蓄積は行なわず
、ステップ７０７へ進む。
【００４６】
再生中の記録番組がＣＭかどうかを判断し（ステップ７０７）、ＣＭである場合（ステッ
プ７０７のＹＥＳ）、再生中のＣＭの情報とステップ７０６において蓄積済みのＣＭの情
報から、再生中のＣＭと差し替え可能なＣＭがすでに蓄積済みであるかどうかを判断する
（ステップ７０８）。
蓄積済みである場合（ステップ７０８のＹＥＳ）、再生中のＣＭをすでに蓄積済みの最新
ＣＭと差し替えて出力するために、図５におけるＣＭ蓄積部５０１から該当ＴＳを読み出
し、セレクタ５０２において出力をＣＭ蓄積部５０１からの出力に切り替え、第２分離部
１０８で処理を行い映像／音声を出力して（ステップ７０９）、ステップ７１１へ進む。
このとき、例えば蓄積済みのＣＭの中に差し替え可能なＣＭが複数含まれる場合は、シリ
ーズＩＤを比較して一致するものでかつ未再生のものを優先させて使用する。
図６において、差し替え可能なＣＭ（１’と３’）をＣＭ蓄積部５０１から読み出し、記
録部１０５に記憶された記録内容のＣＭ（１と３）と差し替えて再生内容としている。
【００４７】
一方、ＣＭではない場合（ステップ７０７のＮＯ）または蓄積されていない場合（ステッ
プ７０８のＮＯ）は、再生中の記録番組をそのまま出力するために、図５におけるＣＭ蓄
積部５０１の映像／音声の出力を停止させ、記録番組の出力を行い（ステップ７１０）、
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ステップ７１１へ進む。
【００４８】
ユーザもしくはシステムから再生終了の指示があったかどうかを判断し（ステップ７１１
）、指示があった場合（ステップ７１１のＹＥＳ）、再生処理を終了する（ステップ７１
２）。
他方、ユーザもしくはシステムから再生終了の指示がない場合（ステップ７１１のＮＯ）
、同じ処理を繰り返すためにステップ７０５へ進む。
【００４９】
以上のように本第二の実施例を構成することにより、記録した番組に含まれるＣＭの再生
時に、元のＣＭと同じ企業のより新しいＣＭと差し替えて出力することにより、スポンサ
ーとしての優位性および利益も高めることができる。
【００５０】
（変形実施例）
前述の第二の実施例では、ＣＭ部分をまるごと他のＣＭと差し替えているが、映像もしく
は音声だけ、さらにはデータ放送部分だけを差し替えるようにしてもよい。
例えば、図５の受信機において、セレクタ５０２を取り除き、ＣＭ蓄積部５０１および記
録部１０５にそれぞれ第２分離部１０８を接続し、セレクタ１０９においてそれぞれから
映像データ、音声データおよびデータ放送データを独立して取り出すようにすればよい。
【００５１】
また、最新ＣＭを取得する方法として、放送中のＣＭチャンネルから得る方法の他に、通
常の番組に含まれるＣＭから取得したり、インターネットやＬＡＮ等の通信手段を用いて
外部のサーバーから取得したりしてもよい。
【００５２】
さらに、差し替えるコンテンツは、ＣＭに限定したものではなく、例えば通信販売の商品
紹介もしくは天気予報など、番組自体の一部を差し替えてもよい。
加えて、受信機で記録した番組の再生時の他に、現在放送されている番組に含まれるコン
テンツを差し替えるようにしてもよい。
【００５３】
また、ＣＭを差し替えるかどうかの判断を行なうためのパラメータとして、受信機固有の
情報を用いてもよい。例えば、放送局側との有料契約がされている受信機では完全な状態
で視聴できるが、有料契約がされていない受信機では番組の一部をＣＭで差し替えられる
等が考えられる。
【００５４】
本発明は、上述した各実施例の受信機または送信機を構成する各機能をそれぞれプログラ
ム化し、予めＲＯＭのような記録媒体に書き込んでおき、受信機または送信機にそれぞれ
のＲＯＭを装着して、これらのプログラムをマイクロプロセッサで実行することによって
、本発明の目的が達成されることは言うまでもない。
この場合、記録媒体から読み出されて実行された状態が上述した実施形態の機能を実現す
ることになり、そのプログラムおよびそのプログラムを記録した記録媒体も本発明を構成
することになる。
【００５５】
なお、このような機能を実現するプログラムは、半導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性
メモリ等）、光媒体（例えば、ＤＶＤ、ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ等）、磁気媒体（例えば、磁気
テープ、フレキシブルディスク等）等のいずれの形態の記録媒体で提供されてもよい。
あるいは、ネットワーク等の通信網を介して記憶装置に格納されたプログラムをサーバー
コンピュータから直接供給を受けるようにしてもよい。この場合、このサーバーコンピュ
ータの記憶装置も本発明の記録媒体に含まれる。
【００５６】
尚、本発明は上述した実施形態に限定されることなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内
で各種の変形、修正が可能であるのは勿論である。
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【００５７】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、古くなったコンテンツ等を含む記録してあったデジ
タル放送信号を視聴するときに、この時点で最も新しいコンテンツに差し替えて出力する
ようにしたので、記録してあったデジタル放送信号に含まれるすべてのコンテンツが公平
に更新され、視聴者はより有益な情報を得ることができる。
【００５８】
さらに、古くなったコンテンツに関連したコンテンツを選択して差し替えるようにしたの
で、コンテンツ提供者側の意図した情報に、より近い情報を視聴者に視聴させることがで
きる。
【００５９】
また、再生時に必要なコンテンツのみをその都度取得するようにしたので、差し替えに必
要なコンテンツを一時的に記憶しておく占有領域が少量ですむ。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一の実施例における受信機のブロック図である。
【図２】本発明の第一および第二の実施例における送信機のブロック図である。
【図３】図１の受信機の制御部における番組記録時の制御動作を示すフローチャートであ
る。
【図４】図１の受信機の制御部における番組再生時の制御動作を示すフローチャートであ
る。
【図５】本発明の第二の実施例における受信機のブロック図である。
【図６】記録部の記録内容と、ＣＭ部分を差し替えた再生内容の説明図である。
【図７】図５の受信機の制御部における番組記録時の制御動作を示すフローチャートであ
る。
【図８】図５の受信機の制御部における番組再生時の制御動作を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１０１…受信部、１０２…第１分離部、１０３…デコーダ、１０４…出力部、１０５…記
録部、１０６…視聴者入力部、１０７…制御部、１０８…第２分離部、１０９…セレクタ
、２０１…制御部、２０２…番組データ、２０３…ＣＭデータ、２０４…エンコーダ、２
０５…多重化部、２０６…送信部、５０１…ＣＭ蓄積部、５０２…セレクタ。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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